
化粧品

処方の変更は、いくつの承認を経ているか？
化粧品の製造では、処方、ラベル、製品資料の変更が多くのチームの承認を経ます。Butterflyはこれらのス

テップを記録に残しながら、一つのフローで管理します。

変更管理
処方とラベルに

版の記録
すべての文書で

オンプレミス
導入も可能

課題

貴社が直面している課題

01 処方とラベルの変更が各チームのメールの中で

進んでいる。

02 製品資料のどの版が有効なのかが分からなくなる。

03 品質と充填の記録を監査前に手作業で集めている。

解決策

Butterflyでどう解決するか
Butterflyは、変更管理、文書、承認のプロセスを、既存システムと連携

する一つの層にまとめます。文書の各版は記録として保持され、承認は

定義されたロールに沿って進み、監査に対応できる途切れない証跡が残

ります。

ロールベースの承認と権限 品質記録を履歴とともに

ファイアウォールに

受信接続を開けない

契約と文書も同じ層で

成果

Butterflyで何が変わるか

一つの記録
処方からラベルまで

監査対応
全ステップに証跡

滞留なし
承認の担当者が明確

このページは特定業界の顧客事例ではなく、この業界におけるButterflyプラットフォームの機能を紹介するものです。

同様のプロセスがありますか？

30分のミーティングで一緒に検討しましょう。
QRコードを読み取って、ミーティングをお申し込みください。

ミーティング申込

社外からの承認
責任者は社内ネットワークに入らずに正しい

版を承認

https://butterfly.dev/ja/demo?konu=kozmetik&utm_source=linkedin&utm_medium=paid_social&utm_campaign=onepager-kozmetik

